保健体育科学習指導案
令和　年　月　日（　）第　校時　体育館
第2学年　　　　組　女子　　名
授業者　　　　市立　　　中学校　教諭　　　　　　　
　　

１　単元名：　「ダンス」（現代的なリズムのダンス）
２　運動の特性
（１）一般的特性
ダンスは、「創作ダンス」、「フォークダンス」、「現代的なリズムのダンス」で構成され、イメージを捉えた表現や踊りを通した交流を通して仲間とのコミュニケーションを豊かにすることを重視する運動で、仲間とともに感じを込めて踊ったり、イメージを捉えて自己を表現したりすることに楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。現在では、世代や人種及び障害の有無等を超えて世界の人々に親しまれている。
中学校では、イメージを捉えたり深めたりする表現、伝承されてきた踊り、リズムに乗って全身で踊ることや、これらの踊りを通した交流や発表ができるようにすることが求められている。現代的なリズムのダンスでは、ロックやヒップホップなどの現代的なリズムの曲で踊るダンスを示しており、リズムの特徴を捉え、変化のある動きを組み合わせて、リズムに乗って体幹部（重心部）を中心に全身で自由に弾んで踊ることをねらいとしている。その中で、仲間との練習を援助することや、良さを認め合おうとすることで学習が深まり、運動意欲を高めることができる。また、継続して行うことで、柔軟性、平衡性、筋持久力などの動きに関連した体力を高めることができる。
（２）生徒から見た特性
　　　現代的なリズムのダンスは、リズムに乗って全身で踊り、動きを工夫して表現したり、見せ合ったりして、それを認め合うことで楽しさや喜び、達成感を味わうことができる運動である。しかし、表現することに自信が持てず、リズムに乗って体を動かすことができないと楽しさを十分に味わえないこともある。近頃のSNS等の発達により、身近ではあるが、正解の動きがわからず、人前で踊るのは恥ずかしいという部分で抵抗感を持つ生徒もいる。
３　生徒の実態
（１）知識及び技能
　小学校での表現リズム遊び、表現運動を経て、昨年度の創作ダンスを行った。アンケートの数値よりもダンスに対しては抵抗がないように感じた。ダンスに対しての知識はあまりない。球技などのように、ルールや技術が見えにくいのが原因と思える。
また、ダンスの分類や歴史、ダンスを通じて高まる力（柔軟性・巧緻性、即興表現する力など）については、授業開始時のガイダンスで全体指導を行っているが、定着が感じられる生徒は少ない。ダンスに対しての知識（印象）は、テレビやインターネットでの「最近流行のかっこいいダンス」である。
（２）思考力、判断力、表現力等
　創作ダンスでは、日常動作や走る－跳ぶ－転がるなどの動きの連続、多様な感じ、群の動きを学んだ。話し合い活動を多めにし、「する・見る・支える・知る」を踏まえ、楽しく経験することができた。リズムダンスでは、上達するポイントを散りばめることで個々の工夫が生まれ、そこで教え合いや見せ合いができた。授業が進むにつれ、教え合いと魅せ方を考える時間を多くとっていくと、より学習が深まると感じた。
また、学習カードに、反省や次時の課題を進んで書き込むことができる生徒が多い。自己の課題解決方法を自ら考え、行動に移せる生徒が増えつつある。
（３）学びに向かう力、人間性等
　それぞれの考えの動きや新しい動きを認め合える雰囲気をつくっていくと話し合いも活発になり、動きも大きくなっていくと感じた。認め合える言葉のかけ方や観客としての応援の仕方も学ぶことで、より一人一人の違いに応じた表現を認め、交流が生まれると考える。
また、恥ずかしながらも素直で意欲的な生徒が多く、前向きな姿勢で授業に取り組む。また、仲間と協力し合いながら活動を行うことができる。
《事前アンケート結果》
　アンケートの結果により、体育が好きと答える生徒は75％以上。ダンスを観るのが好きな生徒は、男子が約90％と多く、女子は30％と思いのほか少なかった。それに対して、ダンスをするのが好きな生徒は、男子が30％、女子が50％だった。男子の結果は、おそらく恥ずかしさ等により、「観るのは好きだがするのは苦手」と見てとれるが、女子の結果は、ジャニーズなどのダンスボーカルユニットを好きな生徒が多いはずだが、ダンスに価値の重きを置いているわけではなさそうである。

	④ダンスが楽しいと思うところは何でしょうか

	男子
	女子

	１リズムにのって踊ること             ４８.０％
	１決められた振り付けを覚えてできたとき６２.５％

	２友達と一緒に踊る                   ４５.０％
	２友達と一緒に踊る                   ６０.５％

	３仲間との一体感を味わえる           ３５.２％
	３リズムにのって踊ること          　 ４８.０％

	４体をいっぱいに使って思い切り踊る   ３４.３％
	４仲間との一体感を味わえる           ４２.３％

	５決められた振り付けを覚えてできたとき３４.３％
	５体をいっぱいに使って思い切り踊る 　３６.５％

	６思いつくままに自由に踊る         　３１.３％
	６いつもの自分と違った自分になれる   ２８.８％

	７友達の新しい一面を発見できる    　 ２０.５％
	７思いつくままに自由に踊る         　２.３０％

	８いつもの自分と違った自分になれる   １７.６％
	８友達の新しい一面を発見できる       １９.２％

	その他                               ０.１９％
	その他                               ０.２８％




	⑤ダンスで「つまづくところ」は何でしょうか

	男子
	女子

	1自分たちで考える振付が思いつくか   ４１.１％
	1「自由に踊る」が難しい             ５６.７％

	2「自由に踊る」が難しい               ３９.２％
	2上手く、かっこよく踊れるか         ５１.９％

	3みんなについていけるか             ３８.２％
	3自分たちで考える振付が思いつくか   ４０.３％

	3恥ずかしい                         ３８.２％
	4みんなについていけるか             ３７.５％

	4上手く、かっこよく踊れるか         ３３.３％
	4恥ずかしい                         ３７.５％

	4リズム感がない                     ３３.３％
	6怪我をしないか                     ２０.１％

	5怪我をしないか                     ２３.０％
	7リズム感がない                     ３３.６％

	6その他                             ０.１９％
	8その他                             ０.２８％



	質問
	はい
	いいえ

	①体育は好きですか
	男子                    ８７.２％
	男子                   １２.７％

	
	女子                    ６６.３％
	女子                   ３３.６％

	②ダンスを観るのは好きですか
	男子                    ８７.２％
	男子                   １２.５％

	
	女子                    ３２.６％
	女子                   ６７.３％

	③ダンスをするのは好きですか
	男子                    ３３.３％
	男子                   ６５.３％

	
	女子                    ５０.０％
	女子                   ５０.０％



　ダンスを楽しく感じることころとして、男子は早いリズムの曲で仲間と踊る時間を多くとること。女子は、自由度のある振り付けよりも、決められた振り付けの比率を多くし、仲間と踊る時間を多くすることで、充実感や達成感を得られる授業ができることが予想される。
　ダンスでつまづくところとして、男子は自由に振り付けを考えることに苦手意識を感じ、経験がないダンスに自分がついていけるかや、恥ずかしさがある。女子は、「自由に振り付け」は男子と同様に苦手意識を感じ、上位に「上手く、カッコよく」という、男子よりも見た目を気にする傾向が伺える。
　このことから、①振り付けを覚えるのがメインの単元ではなく、音楽に乗って踊ることを重視する。②ダンスすることの経験値を上げ、踊ることへの自信をつける。③覚えるステップは少なくして、いろいろな曲で楽しむ。④簡単にカッコよく見せられる技術を身に着ける。①～④を行うことでより充実した授業ができると予想される。



《事後アンケート結果・男子》
	質問
	はい
	いいえ

	①体育は好きですか
	８８.２％
	１１.７％

	②ダンスを観るのは好きですか
	７５.４％
	２４.５％

	③ダンスをするのは好きになりましたか
	７５.４％
	２４.５％



	④楽しいと思うところは何だったでしょうか

	１リズムにのって踊ること                        　　    ６６.６％

	２友達と一緒に踊ること                             　　 ６１.７％

	３決められた振り付けを覚えてできたとき             　　 ５０.０％

	４体をいっぱい使って思い切り踊る                  　　  ４９.０％

	５仲間との一体感を味わえる                     　　　   ３７.２％

	６思いつくままに自由に踊る                     　　　　 ３１.３％

	７友達の新しい一面を発見できる                　　　    ２７.４％

	８いつもの自分と違った自分になれる               　　   ２１.５％



	⑤自分の「つまづくところ」は何だったでしょうか

	１上手く、かっこよく踊れるか                             ５５.８％

	２リズム感がない                                        ４６.０％

	３「自由に踊る」が難しい                               　４０.１％

	４自分たちで考える振り付けが思いつくか                  ３９.２％

	４恥ずかしい                                            ３９.２％

	６みんなについてけるか                                  ３４.３％

	７怪我をしないか                                        ０.１３％



４　教師の指導観
（１）知識及び技能
　表現運動を小学校で経験しているものの、身についている力はまちまちである。授業の中で、振り付けを覚えきれない焦り･緊張感や恥ずかしさなどもあり「楽しさ」を感じられていない生徒には、振り付けをスモールステップで繰り返し練習し、覚えさせていくことで解消させていきたい。

（２）思考力、判断力、表現力等
　「自由に振り付けを考える」という不安要素を取り除くために、「①振り付けを覚えるのがメインの単元ではなく、音楽に乗って踊ることを重視する。②ダンスすることの経験値を上げ、踊ることへの自信をつける。③覚えるステップは少なくして、いろいろな曲で楽しむ。④簡単にカッコよく見せられる技術を身に付ける。」を提示することで、ダンスを楽しいと感じ、より深い学びができるようにしたい。

（３）学びに向かう力、人間性等
テレビやインターネットなどのメディアからの情報で、ダンスが身近になっていることから、視覚的にはダンスに慣れてはいる。音楽に合わせて体を動かすことに対する抵抗は少ないが、いざ人前でとなると恥ずかしがる生徒は多い。学校生活の様子から「誰かに見られる」発表に関わる不安要素が多くあると感じる。

５　単元の目標
（１）ダンスの特性や由来、表現の仕方、その運動に関連して高まる体力などについて理解するとともに、リズムの特徴を捉え、変化のある動きを組み合わせて、リズムに乗って全身で踊ることができるようにする。
【知識及び技能】
（２）表現などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。　　　　　　　【思考力、判断力、表現力等】
（３）ダンスに積極的に取り組むとともに、仲間の学習を援助しようとすること、交流などの話合いに参加しようとすること、一人一人の違いに応じた表現を認めようとすることなどや、健康・安全に気を配ることができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学びに向かう力・人間性等】



６　単元の評価規準
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	単元の評価規準
	○知識
①ダンスは、仲間とともに感じを込めて踊ったり、イメージを捉えて自己を表現したりすることに楽しさや喜びを味わうことができることについて、言ったり書きだしたりしている。
②ダンスは、様々な文化の影響を受け発展してきたことについて、言ったり書きだしたりしている。
○技能
③軽快なリズムに乗って弾みながら、揺れる、回る、ステップを踏んで手をたたく、ストップを入れるなどリズムを捉えて自由に踊ったり、手をつなぐなど相手と対応しながら踊ることができる。
④シンコペーションやアフタービート、休止や倍速等、リズムに変化を付けて踊ることができる。
	①提示された踊りのポイントやつまずきの事例を参考に、仲間やグループの課題や出来映えを伝えている。
②提供されたテーマや表現の仕方から、自己やグループの課題に応じた練習方法を選んでいる。

	①ダンスの学習に積極的に取り組もうとしている。
②一人一人の違いに応じた表現や交流の仕方などを認めようとしている。
③簡単な作品創作などについての話合いに参加しようとしている。





７　単元の計画
（１）領域の取り上げ方
	学年／運動
	創作ダンス
	フォークダンス
	現代的なリズムのダンス

	第１学年
	8時間
	／
	／

	第２学年
	／
	／
	8時間

	第３学年
	／
	／
	／



（２）領域の内容（運動種目）と目指す動き
	学年
	教 材
	目 指 す 動 き

	1
	創作ダンス
	写真や絵などからイメージを捉え、動きに変化をつけて即興的に表現することができる。変化のあるひとまとまりの表現にして踊ることができる。

	2
	現代的なリズムのダンス
	リズムに変化を付けて踊る。仲間と動きを合わせたりずらしたりして、変化のある動きを組み合わせて続けて踊る。



（３）指導と評価の計画（８時間扱い）
　別紙参照

８　本時の学習と指導（５／８時）
（1） ねらい
・提供されたテーマや表現の仕方から、自己やグループの課題に応じた練習方法を選ぶことができるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思考力・判断力・表現力等】
（2） 準備
　〈教師〉・音響・音楽機器・タブレット端末・三脚・PC・PJ・レーザーポインター
・ワイヤレスマイク・ピンマイク・学習資料セット(名簿･学習プリント)
・掲示物（パネル）
　〈生徒〉体育セット（教科書・資料集・ファイル・筆記用具・水筒・タオル）※11月からジャージ可







（3） 展開
	段階
	学習活動
	指導上の留意点（指導○・評価規準◆）

	導入

８分
	１ 準備･集合･挨拶・HBB
･出席確認・健康観察




２ 本時のねらいと学習の流れの確認（PJ）
いろいろな音を表現するために、互いに見せ方を工夫しよう！



３ 準備運動・W-up（リズムトレーニング）
・ダウンのリズム（※1）
(ノーマル・左右・腕をつけて・シングル＆ダブル)
・アップのリズム(サイドステップ)
→アフタービート(スライド)

　・一連の動き（※1）
スライド→スライド→スネーク→クラップ

・16ビート(両足・片足) （※2）

・（ランニングマンの解説）（※3）

	○生徒が来る前から音楽を流し、明るく楽しい雰囲気を演出する。
○体育委員を中心に、素早く集合させる。（身体的距離１mを確保）（T2）
○整列は、大きく元気な挨拶をさせる。
○出欠状況、見学者や生徒の体調の確認を的確に行う。
○本時のねらいと学習内容をわかりやすく説明する。



○見学者はやれる内容だけでも行わせる。（T2）
○安全に留意しながら、思い切り体を動かし体を温めさせる。
○一人一人が、恥ずかしがらずに思い切りできるように、明るい雰囲気づくりを心掛ける。
○一人一人が出しているアイデアについて、良いところを認めながら踊り進める。
○動きながらも動きの小ささや不安な表情が見られる生徒には、教師側が大きな動きで手本を示しながら活動させる。（T2）
T1:　ゆっくりな曲の使用や、遅めにカウントをとって確認させる。
基本的な足の運び方を見につけた生徒には、大きく動くための上半身のリズムのとり方、リズムのアクセントや重心の傾け方、腕の使い方などを示し、個々で工夫できるようにアドバイスをする。
T2:　そばに行き、一緒に行う（予備動作を大きめに）。

	展開

30分
	４ 振り付けの確認（※4）
５ カッコよく見せるポイントの解説
　・腕の使い方（サルサロックなどで）
・重心の傾き（ランニングマンなどで）
６ 教え合い



７ 個々での見せ方の工夫(ペア～複数)
①同時に踊る　「Shake it!」はじめ
②交互に踊る　「Shake it!」２番から

③踊り始めをアレンジ
　・前に出る…(例)直前の「7,8」
・ターン…(例)直前の「6,7,8」
・ウロウロ…(例)直前まで手拍子

④曲を変えて同じ振り付けで踊る
（音の違いを同じ動きで表現）
　・We will rock you
・POPPINGの曲









⑤観客役が飛び入り参加して一緒に踊る

ダンサー




観客


※スペース確保のため、各クラスのジグザグの二重円

８ 全員で踊る

	○前時の様子と成果に触れ、本時に意欲的に取り組めるような雰囲気づくりをする。
○わからない、できない時は仲間や先生など周りに聞くよう指導する。
○個人では授業に慣れたところで、動きのアイデアや意見、仲間の良いところなどを自分から伝えられるようにすることを具体的に示す。

○①②→評価・③→評価・④→評価　の流れで良さを伝え合う。
○活動の流れはテンポよく簡潔に説明する。生徒一人一人が積極的に参加して、より充実したダンスの時間となるように促す。
◆提供されたテーマや表現の仕方から、自己やグループの課題に応じた練習方法を選ぶことができるようにする。【思考力・判断力・表現力等】



○それぞれアレンジした動きを、見せ合い、教え合いながら活動させる。
○タブレット端末を使用し、定点で映像を流しながら練習できるようにする。または、移動して撮影し、映像を流して楽しんで踊れるようにする。
○動きが止まっているペアに対しては、今までにできた動きに多様性が出るように例示･助言をする。
《声かけの例》
・重心の傾きは頭に位置をずらすよ！
･みぞおちの部分を前後に使って！
･雰囲気をつくって、おしゃれに♪
･曲の後ろのビートをよく聴いて！
・同じ動きでも強弱で雰囲気が変わるよ！
･曲や音に合いそうな動きを考えよう！
･指先まで意識できるとかっこいいね！
･顔を上げて笑顔がいいね！








○ダンサー役、観客役がそれぞれ役になり切るように盛り上げさせる。
△努力を要すると判断される状況（C）の生徒への指導の手立て
・速度を遅くして前動作を大きめに躍らせる。
・つまずいている部分を繰り返し練習させる。
◎十分満足できると判断される状況（A）の生徒の具体的な姿
・練習方法を選び、組み合わせることができている。
○タブレット端末で動画を撮る。（T2）
○間違っても楽しんで踊ることを意識させる。
○観客は楽しく肯定的な声をかけて。リズムどりは正確にさせる。

	整理

５分
	９ 集合・健康観察
１０ 整理運動
１１ 映像鑑賞と学習の振り返り、まとめ（本時の成果の確認）
１２ 次時の予告
１３ 挨拶・HBB・片付け
	○素早く集合させ、怪我などがないか確認する。
○本時の学習を振り返らせ、課題の達成状況を確かめさせる。
○学習の感想を数名の生徒に発表させる。
○クラス全体の傾向や課題を提示し、次回の課題について示す。
○体育委員の号令で、しっかりと挨拶させる。


（４）備考
〈使用選曲について〉
規定ダンス「Shake it!－Muscle Edit」BLACK JAXX（武田真治）
　　「LOST IN PARADISE」ALI
　　「Learn To Fly」Surfaces,エルトン・ジョン
　　「Happy－Form”Despicable Me2”」ファレル・ウィリアムス
　　「Gangnam Style」PSY
　　「PERFECT HUMAN」RADIO FISH
　　「We Will Rock You」QUEEN　　etc….
〈ダンス授業に関わる掲示物〉
･授業の流れ　・ダンスの種類　･ダンスの活躍の場　･ポージングの例　・学習プリントについて
・いろいろなオノマトペ　・いろいろな隊形　・創作ダンスと現代的なリズムのダンスについて
〈展開での（※）部分の補足資料〉
《リズムのつけ方》（※1）
①ひざ・クラップ
②頭
③上半身（みぞおちの部分を動かす）

《スライド→スライド→スネーク→クラップ》
前３列が後ろを向き、交差しながら進んでいく。前に誰もいなくなったら、自由に進んでいく（左右関係なく、ステップの順序とリズムは一緒で）。
　・オンカウントの足運びの後の後ろ脚（アフタービート）を意識して踊る。
　・スネークはスタンスを広げて、上半身まで使えるようにする。
《ランニングマン》（※3）
　・サイドラインの上に立っているときは、片足。
　・両足をついているときは、ラインをまたいでいる。
　①右足を上げる（ライン上）
　②右足前で両足着く（ラインをまたぐ）
　③左足を上げる（ライン上）
　④左足前で両足着く（ラインをまたぐ）






《ダンスの覚え方の順》（※4）
※教師が説明しているときに、同じように動いて確認させる（動かずに話を聴かせたい時には指示を出す）。
①足の運び方
②リズム
③手・腕
④頭
⑤体幹
ノリやグルーヴ感は、なるべく出す。


《１６ビートのとり方》（※2）
　・曲の後ろのビートをよく聴いてとる。
　①両足や片足
　②上半身（みぞおちの部分・腹筋を使う）
　③裏拳で太鼓を叩く様に（ドラム）




１０．　引用・参考資料
・学校体育必携（埼玉県教育局県立学校部保健体育課、R２年度版）
・中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説
・令和元年度第４７回埼玉県中学校ダンス指導法研修会資料
・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（文部科学省国立教育政策研究所、R２年３月）
・新体力テスト集計・分析結果（第一学習者、R２年）
・JDAC指導者認定研修会資料（R２年９月）


